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企
画
展
「
改
元
に
見
る
市
民
生
活
」

明
治
以
降
の
天
皇
代
替
わ
り
や
改
元

に
関
わ
っ
て
行
わ
れ
た
行
事
・
市
民
生

活
の
姿
を
、
行
政
文
書
や
学
校
日
誌
な

ど
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

日
4
月
28
日
（
日
）
～
7
月
31
日
（
水
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

場
文
書
館
閲
覧
コ
ー
ナ
ー　

費
無
料

休
土
曜
日
、
祝
日
（
4
月
29
日
（
月
）、

30
日
（
火
）、
5
月
6
日
（
月
）
は

臨
時
開
館
）

◆
企
画
展
関
連
講
座

①
年
号
と
暦
の
戦
国
時
代

　

～
甲
信
地
方
を
中
心
に
～

日
5
月
19
日
（
日
）

講
逸
見
大
悟
さ
ん
（
市
文
化
課
）

②
学
校
日
誌
か
ら
見
る
天
皇
代
替
わ
り

日
5
月
26
日
（
日
）

講
平
沢
重
人
さ
ん
（
文
書
館
館
長
）

【
①
②
共
通
事
項
】

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

場
文
書
館
講
義
室　

費
無
料

定
30
人
（
先
着
順
）

申
4
月
22
日
（
月
）
か
ら
文
書
館
へ
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
い
ず

れ
か
の
方
法
で

【
特
別
展
・
企
画
展
共
通
事
項
】

日
４
月
27
日
（
土
）
～
6
月
2
日
（
日
）

費
入
館
料　

一
般
６
０
０
円
、高
校
生
・

大
学
生
４
０
０
円

休
5
月
7
日
（
火
）、
13
日
（
月
）、
20

日
（
月
）、
27
日
（
月
）

春
の
特
別
展 

「
千
田
泰
広
展
」

光
や
音
の
体
験
型
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
会
場
で
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

常
設
企
画
展 

「
安
曇
野
モ
ダ
ン
2
展
」

「
木
村
辰
彦
展
」

安
曇
野
ゆ
か
り
の
作
家
作
品
と
新
た

に
収
蔵
お
よ
び
修
復
し
た
木
村
辰
彦
作

講
演 

「
近
現
代
に
お
け
る
天
皇
制
と
は

～
明
治
維
新
か
ら
令
和
に
至
る
ま
で
～
」

明
治
か
ら
現
在
ま
で
の
天
皇
制
の
在

り
方
の
変
遷
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

日
5
月
6
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

場
堀
金
公
民
館
講
堂

講
瀬
畑
源
さ
ん（
成
城
大
学
非
常
勤
講
師
）

費
無
料　

申
不
要

人
生
新
た
な
る
挑
戦
‼
古
文
書
講
座

古
文
書
の
基
本
を
学
び
、「
赤あ
か
み
の
だ
ん

簔
談
」

を
読
み
解
き
な
が
ら
「
貞
享
騒
動
」
と

の
相
違
点
に
せ
ま
り
ま
す
。

日
6
月
１
日
・
15
日
、
7
月
6
日
・
27

日
、
9
月
14
日
・
28
日
、
10
月
12
日
・

26
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
・
全
8
回
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

場
記
念
館
研
修
室

講
青
木
教
司
さ
ん
（
元
松
本
城
管
理
事

務
所
研
究
専
門
員
）

費
無
料
（
別
途
資
料
代
）

定
30
人
（
先
着
順
）

申
4
月
23
日
（
火
）
か
ら
記
念
館
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

墨
友
会 

水
墨
画
作
品
展

墨
友
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
描
い

た
、
水
墨
画
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
5
月
8
日
（
水
）
～
19
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
初
日
は
正

品
を
展
示
し
ま
す
。

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

加
々
美
豊
さ
ん
・
森
本
啓
子
さ
ん
と
話
そ
う

日
4
月
27
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

常
設
展
作
品
解
説

申
会
期
中
随
時
（
所
要
時
間 

15
分
～
）

母
の
日
の
ア
レ
ン
ジ
づ
く
り

日
5
月
12
日
（
日
）

①
親
子
参
加　

午
前
10
時
～
正
午

②
大
人
（
中
学
生
以
上
）
の
み　

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

講
今
溝
明
子
さ
ん

費
２
８
０
０
円
（
①
は
ド
リ
ン
ク
、
②

は
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
付
）

定
①
親
子
10
組
（
2
人
一
組
・
先
着
順
）

②
大
人
10
人
（
先
着
順
）

持
生
花
用
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、
作
品

を
入
れ
る
袋

申
4
月
23
日
（
火
）
～
5
月
6
日
（
月
）

に
美
術
館
へ
事
前
に
電
話
の
上
、
参

加
費
を
美
術
館
窓
口
へ
直
接
。

扇
子
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
5
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

対
小
学
生（
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す
）

費
２
０
０
０
円　

定
20
人
（
先
着
順
）

講
竹
内
勲
さ
ん
・
奥
原
美
智
子
さ
ん

午
か
ら
、
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

場
記
念
館
企
画
展
示
室

費
無
料
（
常
設
展
は
有
料
） 

休
月
曜
日

第
35
回
友
の
会
山
草
サ
ク
ラ
ソ
ウ
展

友
の
会
山
草
部
の
皆
さ
ん
が
育
て

た
可
憐
な
草
花
、
高
山
植
物
な
ど
約

１
０
０
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

日
5
月
3
日
（
金
）
～
6
日
（
月
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
入
館
は
午

後
4
時
30
分
ま
で
）

場
博
物
館
2
階
学
習
室　

費
要
入
館
料

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

館
内
燻く
ん
じ
ょ
う蒸（
収
蔵
資
料
の
防
虫
）
作

業
の
た
め
、
次
の
期
間
を
臨
時
休
業
し

ま
す
。

日
5
月
28
日
（
火
）
～
31
日
（
金
）

第
15
回
友
の
会
会
員
展

美
術
館
友
の
会
会
員
の
絵
画
・
工
芸
・

彫
刻
・
写
真
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

日
5
月
18
日
（
土
）
～
6
月
2
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
最
終
日
は

午
後
3
時
ま
で
）

場
美
術
館
主
屋
、
水
辺
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

費
無
料
（
本
館
展
示
室
は
有
料
）

休
月
曜
日

申
4
月
23
日
（
火
）
か
ら
美
術
館
へ
事

前
に
電
話
の
上
、
参
加
費
を
美
術
館

窓
口
へ
直
接
。

応
募
作
品
は
７
月
に
開
催
さ
れ
る

「
第
２
回
安
曇
野
涼
風
扇
子
公
募
展

～
ス
エ
ヒ
ロ
ア
ー
ト
～
」
に
展
示
予

定
で
す
。

田
淵
行
男
細
密
画
展

山
岳
写
真
家
で
蝶
の
生
態
研
究
家
と

し
て
も
知
ら
れ
る
作
者
が
描
い
た
蝶
の

細
密
画
の
原
画
を
展
示
し
ま
す
。

日
4
月
23
日
（
火
）
～
9
月
１
日
（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
期
間
中
に
作
品
の
入
れ
替
え
を
行
い

ま
す
。

場
記
念
館
地
階
展
示
室

費
要
入
館
料

休
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）、

祝
日
の
翌
日
（
4
月
27
日
～
5
月
6

日
は
開
館
）

お
す
す
め
の
一
冊

異
常
気
象
の
サ
バ
イ
バ
ル

ゴ
ム
ド
リco.

／
著　

韓
賢
東
／
絵

紹介する人

降
ふりはた

籏　健
け ん し

司さん
（豊科）

サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ
は
た
く
さ
ん

出
て
い
ま
す
が
全
部
読
み
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
興
味
が
あ
っ
て
何
度
も
読
み

返
し
て
い
る
も
の
が
「
異
常
気
象
の
サ

バ
イ
バ
ル
」
で
す
。
ジ
オ
、
ド
ン
ギ
ョ

ン
、
ケ
ン
ジ
の
3
人
が
、
砂
嵐
・
山
火

事
・
緑
潮
な
ど
に
遭
遇
す
る
中
で
、
サ

バ
イ
バ
ル
の
基
本
的
知
識
や
サ
バ
イ
バ

ル
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
、
危
険
を
脱
出
す

る
と
い
う
か
っ
こ
い
い
お
話
で
す
。

今
、
世
の
中
は
地
球
温
暖
化
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
原
因
は
人
間
の
行
動
に

よ
っ
て
起
き
た
も
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

解
決
す
る
た
め
に
は
、
僕
た
ち
の
未
来

の
地
球
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
、
何
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か

を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
一
人
で
は
解
決
で
き
な

く
て
も
、
み
ん
な
が
一
緒
に
考
え
て
同

じ
方
向
を
向
く
こ
と
が
大
事
だ
と
知
り

ま
し
た
。
僕
は
、
な
る
べ
く
エ
ア
コ
ン

を
使
わ
な
い
こ
と
で
、
地
球
を
守
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
85

文
化
課
博
物
館
係

71
・
２
４
６
５ 

71
・
２
３
３
８

年
号
が
彫
ら
れ
た
道
祖
神
碑

５
月
か
ら
新
元
号
「
令
和
」
が
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
以
前
は
、
天
皇
一
代
に
一
つ
の

年
号
が
使
用
さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
め
で
た

い
こ
と
や
災
害
な
ど
を
理
由
に
改
元
が
行
わ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
60
年
に
一

度
め
ぐ
っ
て
く
る
甲き

の
え
ね子
と
辛か
の
と
と
り酉
の
年
に
は
世

の
中
に
大
き
な
変
革
が
起
こ
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
朝
廷
で
改
元
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
点
在
す
る
道
祖
神
碑
な
ど
の
石
造

物
は
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
も
の
も
多
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
年
号
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
述

の
甲
子
や
辛
酉
の
年
に
改
元
さ
れ
た
年
号
も

見
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
道
祖
神
碑
や
庚
申

塔
、
馬
頭
観
音
像
な
ど
の
石
造
物
に
は
、
ど

ん
な
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

４
月
28
日
か
ら
は
市
文
書
館
で
企
画
展
「
改

元
に
見
る
市
民
生
活
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
書
館71

・
５
１
２
３ 

71
・
５
１
２
７

mbunshokan@
city.azum

ino.nagano.jp

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１

豊
科
近
代
美
術
館

73
・
５
６
３
８ 

73
・
６
３
２
０

田
淵
行
男
記
念
館

72
・
９
９
６
４ 

88
・
２
０
１
０

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

文
化
施
設

関連イベント 日時 講師・その他
【オープニングトーク】
「旅する作品　言葉と国を
越えて」

4月30日（火）
午後1時～2時

千田泰広さん・金井直
さん（信州大学人文学
部教授）

ナイトミュージアム 5月4日（土）・5日（日）
午後5時～9時 －

【シンポジウム】
千田泰広×学芸員たち

「美術の進化と深化　インス
タレーション作品を通して」

5月5日（日）
午後6時～7時

千田泰広さん・渋田見彰
さん・武井敏さん・美術
館学芸員

【工作ワークショップ】
ＭＹ北アルプスを作ろう

5月4日（土）
午後1時～2時

対象：小学生～
※要申込

【工作ワークショップ】
ＭＹ大カエデを作ろう

5月5日（日）
午後1時～2時

対象：小学生高学年～
※要申込

●関連イベント（要入館料）

「
元
治
元
年
甲
子
」（
１
８
６
４
）の
年
号
が
彫
ら
れ
た
道

祖
神
碑（
柏
矢
郵
便
局
の
北
方
50
ｍ
付
近
に
あ
り
ま
す
）

ヒメギフチョウ


